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第百部では、第 H 部、第皿音15 において得られた放射線イオン反応に関する基礎的知見に基づき重合
反応の初期の重要な素過程である二量化反応について光吸収スペクトル法、パルスラジオリシス法を
用いて考察がすすめられ、スチレンの300C における二量化反応速度定数として2 X 105 M ~lsec -1 が求め
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られている。更に、イオンサイクロトロン共鳴吸収法によりイソプテンの気相重合においては断片イ
オンが重要な役割をはたしていることが示されている。
第V部では、この研究においてはじめて見出された α メチルスチレンの光イオン重合の結果が述
べられ、重合初期過程が種々の物理化学的測定手段により検討された。その結果、この光イオン重合
がテトラシアノベンゼンー αーメチルスチレンの三重項励起錯体から解離した αーメチルスチレンラジ
カルカチオンにより開始していることが明らかにされている口
第VI部は、以上の結果を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は放射線ならびに光照射により開始されるイオン重合反応の初期過程を種々の物理化学的測
定手段を用いて解明したものである。すなわち
(1) 電子スピン共鳴吸収法を用いてピニルエーテルの放射線照射により生成する電千及びラジカルイ
オンの反応性を検討した。
(2) パルスラジオリシス法を用いてスチレンの放射線イオン重合の開始速度定数を求めたO
(3) イオンサイクロトロン共鳴吸収法によりイソプテンの気相重合において断片イオンが重要な役割
をはたしていることを明らかにした口
(4) 電子スピン共鳴吸収法わよび光電導度測定により αーメチルスチレンのテトラシアノベンゼン存在
下における光イオン重合が三重項励起錯体から解離した αーメチルスチレンラジカルカチオンにより
開始されることを明らかにした。
以上の結果は、国際的にも高く評価されてわり、これまでのイオン重合反応機構解明に新しい知見
を与えたものである。放射線化学、光化学、高分子化学の分野にむいて学術的にも工業的にも大きく
寄与するものと考えられ、博士論文として価値あるものと認める。
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